
○ 9/12（土）,9/13（日）イオンモール大和郡山において「みんなで見る・感じる・作る・知る～大和川の流域治水
～」と題して、流域治水の動画・模型などを用いて啓発イベントを開催しました！

○ 各ブースで学んでいただき、スタンプラリーを回った方には自分でできる流域治水グッズを進呈しました。
○ ２日間で６９３人の方にご参加いただきました！

大和川流域治水啓発イベントを開催しました！
みんなで見る・感じる・作る・知る ～大和川の流域治水～

－大和川河川事務所－
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雨を貯留できる桶

パンフレット等

流域治水グッズ

• 模型の説明がとても分かりやすかったです。

• 家庭でも桶などを使って少しずつ水を貯めるだけで役立つ対策になることに驚いた。

• 一人一人の心がけが大切だということが分かりました。

• ゲームを通して貯めることの大切さを学びました。

• 全国的に大雨の被害が出ているので、防災について学ぶいい機会になりました。

【問合せ先】
国土交通省 近畿地方整備局
大和川河川事務所 流域治水課
〒582-0009
大阪府柏原市大正2丁目10番8号
TEL 072-971-1381（代表）

大和郡山市長もご来場されました

①見るコーナー ②感じるコーナー

③知るコーナー

⑤流域マップコーナー

④防災意識コーナー

【参加者の声】

【日 時】 令和8年9月12日（土）～
9月13日（日）10時～16時

【場 所】 イオンモール大和郡山

【参 加 者】 イオンモール 来訪者
６９３人

（スタンプラリー＋アンケート回答者）

【内 容】 各ブースでの体験を
通して、流域治水につい
て学習いただきました。

流域治水が分かる動画を見
てもらい、流域治水を理解し
てもらいました。

大和川流域を立体的に表した模型で流域治水対策の有無
で水被害がどれくらい減るかを視覚的に体験してもらいま
した。

カードゲームや模型装置を通じて、流域治水における貯留
機能の重要性を学んでもらいました。

タブレットを使って、質問形式で、流域治水について学習してもらいました。（質問の中でアンケートも
実施） また、避難計画（マイタイムライン）の作成も行ってもらいました。


